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年の 205校から 2007年には 1,909校に増加している。しかし、高等教育機関の省
の間での分布の偏りは改善されることなく、現在も存在している。また、東部地域























































































































































表 2.1 戸籍制度改革の進展， 1984年～2001年
年月 法令・法規の名称 内容
1984年 1月 1号文章 条件付で集鎮への移住を許可


































































1973年 12月、北京市に全国計画生育工作報告会議を聞き、 「晩・稀 ・少」 政策iiが打ち出
された。1978年には、 第五回全国人民代表大会で 「晩・ 稀・少」政策は初めて憲法に組み
込まれ、法制化された。 1978年 10月、中国中央政府は 「晩・稀 ・少J政策の内実を見直
し、 「晩婚年齢」 （政府が推奨する初婚年齢）は、 女性が 23歳、 男性が25歳であること
が規定された。一組の夫婦は一人っ子が一番よい、多くても 2人までとされ、続けて子ど
もを生む聞の間隔は3年以上が必要であった （朱2010:8）。 このように 「一人っ子政策」
は、前身の「晩・稀 ・少」政策を中心として「計画生育」は形成されていった。実際に中




































表2.2は 1980年～2010年中国全国の総人口と人口動態を表す。若林敬子 ・請海松 （2012)
は 1949年～2011年の中国全国の総人口、人口動態、推移を整理した。ここでは必要な部分
のみ抜粋する。
表 2.2 総人口・人口動態の推移 (1980～2010年）
（単位：万人、%。）
年 総人口 出生率 死亡率 人口自然増加率
1980 98,705 18.21 6.34 11.87 
1985 105,851 21.04 6.78 14.26 
1990 114,333 21.06 6.67 14.39 
1995 121,121 17.12 6.57 10.55 
2000 126,743 14.03 6.45 7.58 
2005 130,756 12.4 6.51 5.89 
2010 134,091 11.9 7.11 4.79 


















































(4年制本科大学と 2年制専科大学）は 1999年の 7,250校から、 2010年には 19,004校に



























































































































































































































































その内調査することができたのは 14,960世帯であり、 42,950人（成年 33,600人、未成年
8,990人）に訪問調査を行った。その後も、この 42,950人には継続的に調査を行っている。
現在までに、 2010年、 2011年、 2012年の三期の調査データを公表している。
データ自体は層化多段抽出によって抽出されている。調査対象者の抽出には、広東省・
甘粛省・遼寧省・河南省の4つの省、上海市、その他20省という 3つの地域ごとに三段階
































































としづ質問に基づいて作成した。この質問では、 「学歴は必要なしリを 9、 「小学校」を 2、
「中学校」を 3、 「高校」を 4、 「2年制専科大学」を 5、 「4年制本科大学」を 6、 「修士J
21 









親の教育期待 度数 ノミ一セント 有効パーセント 累積パーセント
小学校 14 0.9 0.9 0.9 
中学校 43 2.6 2.6 3.5 
高校 112 6.8 6.9 10.4 
2年制専科大学 90 5.5 5.5 15.9 
4年制本科大学 956 58.2 58.7 74.6 
大学院 413 25.2 25.4 100 
合計 1628 99.1 100 
システム欠損値 14 0.9 
合計 1642 100 
表4.2.1.2子どもへの教育期待 ，（女児）
親の教育期待 度数 ノf一セント 有効パーセント 累積パーセント
学歴が必要ない 3 0.2 0.2 0.2 
小学校 24 1.6 1.6 1.8 
中学校 62 4.1 4.1 6 
高校 116 7.7 7.8 13.7 
2年制専科大学 103 6.8 6.9 20.6 
4年制本科大学 817 54.3 54.6 75.3 
大学院 370 24.6 24.7 100 
合計 1495 99.4 100 
システム欠損値 9 0.6 











親の教育期待 農業戸籍 非農業戸籍 合計
小学校 11 3 14 
0.90% 0.80% 0.90% 
中学校 41 2 43 
3.20% 0.50% 2.60% 
高校 104 8 112 
8.20% 2.20% 6.90% 
2年制専科大学 80 10 90 
6.30% 2.70% 5.50% 
4年制本科大学 771 185 956 
61.00% 50.70% 58.70% 
大学院 256 157 413 
20.30% 43.00% 25.40% 
合計 1263 365 1628 




親の教育期待 農業戸籍 非農業戸籍 合計
学歴が必要ない 3 。 3 
0.30% 0.00% 0.20% 
小学校 19 5 24 
1.60% 1.60% 1.60% 
中学校 62 。 62 
5.30% 0.00% 4.10% 
高校 114 2 116 
9.70% 0.60% 7.80% 
2年制専科大学 94 9 103 
8.00% 2.80% 6.90% 
4年制本科大学 656 161 817 
55.70% 50.80% 54.60% 
大学院 230 140 370 
19.50% 44.20% 24.70% 
合計 1178 317 1495 



































N 司 1.5£9 
直方罷
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父親の教育年数 度数 パーセント 有効パーセン ト 累積パーセント。 254 15.5 15.6 15.6 
3 115 7 7 22.6 
6 274 16.7 16.8 39.4 
8 66 4 4 43.4 
9 560 34.1 34.3 77.7 
11 15 0.9 0.9 78.6 
12 208 12.7 12.7 91.4 
14 26 1.6 1.6 93 
15 86 5.2 5.3 98.2 
16 26 1.6 1.6 99.8 
18 1 0.1 0.1 99.9 
19 2 0.1 0.1 100 
合計 1633 99.5 100 
システム欠損値 9 0.5 
合計 1642 100 
N=1633 
表 4.2.3.2女児の父親の教育年数
父親の教育年数 度数 パーセント 有効パーセント 累積パーセント。 256 17 17.1 17.1 
3 119 7.9 8 25.1 
6 253 16.8 16.9 42 
8 76 5.1 5.1 47.1 
9 470 31.3 31.5 78.6 
11 9 0.6 0.6 79.2 
12 176 11.7 11.8 91 
14 22 1.5 1.5 92.4 
15 87 5.8 5.8 98.3 
16 19 1.3 1.3 99.5 
18 2 0.1 0.1 99.7 
19 4 0.3 0.3 99.9 
22 1 0.1 0.1 100 
合計 1494 99.3 100 
システム欠損値 10 0.7 





父親の学歴 農業戸籍 非農業戸籍 合計
教育を受けてない 239 15 254 
18.80% 4.10% 15.60% 
小学校 367 22 389 
28.90% 6.00% 23.80% 
中学校 507 119 626 
40.00% 32.70% 38.30% 
高校 126 97 223 
9.90% 26.60% 13.70% 
2年制専科大学 23 64 87 
1.80% 17.60% 5.30% 
4年制本科大学 7 44 51 
0.60% 12.10% 3.10% 
修士 。 3 3 
0.00% 0.80% 0.20% 
合廿 1269 364 1633 
100.00% 100.00% 100.00% 
x2(df= 6 ,N=1633)=326.338 pく.001
表 4.2.3.4戸籍の種類別に見た父親の学歴（カテゴリー）における差異（女児）
戸籍の種類
父長教育程度（粗槌） 農業戸籍 非農業戸籍 合計
教育を受けてない 248 8 256 
21.0% 2.6% 17.1% 
小学校 351 21 372 
29.7% 6.7% 24.9% 
中学校 449 97 546 
38.0% 31.1% 36.5% 
高校 101 84 185 
8.5% 26.9% 12.4% 
2年制専科大学 26 58 84 
2.2% 18.6% 5.6% 
4年制本科大学 7 37 44 
0.6% 11.9% 2.9% 
修士 。 6 6 
0.00% 1.9% 0.4% 
博士 。 1 1 
0.00% 0.3% 0.1% 
合i十 1182 312 1494 















母親の教育年数 度数 ノξ一セント 有効パーセント 累積パーセント。 460 28 28.2 28.2 
3 128 7.8 7.9 36.1 
6 283 17.2 17.4 53.4 
8 76 4.6 4.7 58.1 
9 433 26.4 26.6 84.7 
11 8 0.5 0.5 85.2 
12 128 7.8 7.9 93 
14 31 1.9 1.9 94.9 
14 5 0.3 0.3 95.2 
15 59 3.6 3.6 98.8 
16 18 I.I I.I 99.9 
19 0.1 0.1 100 
合計 1630 99.3 100 
システム欠損値 12 0.7 




母親の教育年数 度数 ノf一セント 有効パーセント 累積パーセント。 440 29.3 29.5 29.5 
3 138 9 . 2 9.2 38.7 
6 191 12.7 12.8 51.5 
8 70 4.7 4.7 56.2 
9 404 26.9 27.1 83.3 
11 8 0.5 0.5 83.8 
12 130 8.6 8.7 92.6 
14 30 2 2 94.2 
15 69 4.6 4.6 99.2 
16 10 0.7 0.7 99.9 
19 1 0.1 0.1 99.9 
22 1 0.1 0.1 100 
合計 1492 99.2 100 
システム欠損値 12 0.8 
合計 1504 100 
N=1492 
表4.2.3.7 戸籍の種類別に見た母親の学歴 （カテゴリー）における差異 （男児）
戸籍の種類
母親の学歴 農業戸籍 非農業戸籍 合計
教育を受けてない 441 19 460 
34.90% 5.20% 28.20% 
小学校 377 34 411 
29.80% 9.30% 25.20% 
中学校 379 130 509 
30.00% 35.40% 31.20% 
高校 55 81 136 
4.40% 22.10% 8.30% 
2年制専科大学 9 56 65 
0.70% 15.30% 4.00% 
4年制本科大学 2 46 48 
0.20% 12.50% 2.90% 
修士 。 1 1 
0.00% 0.30% 0.10% 
合計 1263 367 1630 





母親の教育年数 農業戸籍 非農業戸籍 合計
教育を受けてない 431 9 440 
36.70% 2.80% 29.50% 
小学校 302 27 329 
25.70% 8.50% 22.10% 
中学校 370 104 474 
31.50% 32.80% 31.80% 
高校 55 83 138 
4.70% 26.20% 9.20% 
2年制専科大学 15 48 63 
1.30% 15.10% 4.20% 
4年制木科大学 2 44 46 
0.20% 13.90% 3.10% 
修士 。 1 1 
0.00% 0.;30% 0.10% 
博士 。 1 1 
0.00% 0.30% 0.10% 
合計 1175 317 1492 




っているか」という質問を元にして作成した。この質問では、 「農業戸籍」を 1、 「非農業










戸籍の種類 度数 パーセント 有効パーセント 累積パーセント
農業戸籍 1275 77.6 77.6 77.6 
非農業戸籍 367 22.4 22.4 100 
合計 1642 100 100 
N=1642 
表 4.2.4.2女児の戸籍分布
戸籍の種類 度数 パーセント 有効パーセント 累積パーセント一農業戸籍 1187 78.9 78.9 78.9 
非農業戸籍 317 21.1 21.1 100 
合計 1504 100 100 
N=1504 
??
???? ?? ?? ?? ?
表 4.2.4.3男児の戸籍ダミー


































度数 パーセント 有効パーセント 累積パーセント





































出身地域 度数 ノ守一セント 有効ノf一セント 累積パーセント
東部地域（基準） 632 38.5 38.7 38.7 
中部地域 512 31.2 31.4 70.1 
西部地域 488 29.7 29.9 100 
合計 1632 99.4 100 
システム欠損値 10 0.6 
合計 1642 100 
N=1623 
表4.2.5.2女児の出身地域
出身地域 度数 パーセント 有効パーセント 累積パーセント
東部地域（基準） 566 37.6 37.9 37.9 
中部地域 444 29.5 29.7 67.6 
西部地域 484 32.2 32.4 100 
合計 1494 99.3 100 
システム欠損値 10 0.7 






















きょうだい数 度数 パーセント 有効パーセント 累積パーセント。 629 38.3 38.3 38.3 
1 755 46 46 84.3 
2 204 12.4 12.4 96.7 
3 37 2.3 2.3 99 
4 7 0.4 0.4 99.4 
5 9 0.5 0.5 99.9 
6 1 0.1 0.1 100 
合計 1642 100 100 
N=1642 
表4.2.6.2きょうだし、数（女児）
きょうだい数 度数 パーセント 有効パーセント 累積パーセント。 509 33.8 33.8 33.8 
1 705 46.9 46.9 80.7 
2 199 13.2 13.2 93.9 
3 58 3.9 3.9 97.8 
4 15 1 1 98.8 
5 15 1 1 99.8 
6 1 0.1 0.1 99.9 
8 2 0.1 0.1 100 





きょうだい数 農業戸籍 非農業戸籍 合計。 354 275 629 
27.80% 74.90% 38.30% 
1 674 81 755 
52.90% 22.10% 46.00% 
2 196 8 204 
15.40% 2.20% 12.40% 
3 35 2 37 
2.70% 0.50% 2.30% 
4 7 。 7 
0.50% 0.00% 0.40% 
5 8 1 9 
0.60% 0.30% 0.50% 
6 1 。 1 
0.10% 0.00% 0.10% 
合計 1275 367 1642 
100.00% 100.00% 100.00% 




きょうだい数 農業戸籍 非農業戸籍 合計。 261 248 509 
22.00% 78.20% 33.80% 
1 642 63 705 
54.10% 19.90% 46.90% 
2 195 4 199 
16.40% 1.30% 13.20% 
3 58 。 58 
4.90% 0.00% 3.90% 
4 15 。 15 
1.30% 0.00% 1.00% 
5 13 2 15 
1.10% 0.60% 1.00% 
6 1 。 1 
0.10% 0.00% 0.10% 
8 2 。 2 
0.20% 0.00% 0.10% 
合計 1187 317 1504 
100.00% 100.00% 100.00% 
x2( df=7,N=l504)=360.665 pく.001
表4.2.6.5男きょうだいダミー（男児）
男きょうだいダミー 度数 パーセン ト 有効パーセント 累積パーセント
男きょうだいがいない（基準） 1531 93.2 93.2 93.2 
男きょうだいがいる 111 6.8 6.8 100 
合計 1642 100 100 
N=l642 
表 4.2.6.6女きょうだし、ダミー（男児）
女きょうだいダミー 度数 パーセント 有効パーセント 累積パーセント
女きょうだいがいない（基準） 633 38.6 38.6 38.6 
女きょうだいがいる 1009 61.4 61.4 100 




男きょうだいダミー 度数 パーセント 有効パーセント 累積パーセント
男きょうだいがいない（基準） 1304 86.7 86.7 86.7 
男きょうだいがいる 200 13.3 13.3 100 
合計 1504 100 100 
N=1504 
表 4.2.6.8女きょうだいダミー（女児）
女きょうだいダミー 度数 パーセント 有効パーセント 累積パーセント
女きょうだいがいなし、（基準） 511 34 34 34 
女きょうだいがいる 993 66 66 100 






















きょうだし1数 東部地域 中部地域 西部地域 合計
一人子 286 199 140 625 
45.30% 38.90% 28.70% 38.30% 
子供2人 274 246 229 749 
43.40% 48.00% 46.90% 45.90% 
子供3人 60 57 87 204 
9.50% 11.10% 17.80% 12.50% 
子供3人以上 12 10 32 54 
1.90% 2.00% 6.60% 3.30% 
合計 632 512 488 1632 




きょうだい数 東部地域 中部地域 西部地域 合計
一人子 228 154 122 504 
40.30% 34.70% 25.20% 33.70% 
子供2人 282 211 207 700 
49.80% 47.50% 42.80% 46.90% 
子供3人 46 64 89 199 
8.10% 14.40% 18.40% 13.30% 
子供3人以上 10 15 66 91 
1.80% 3.40% 13.60% 6.10% 
合計 566 444 484 1494 
100.00% 100.00% 100.00% 100.00% 





















































































































モデル1 モデル2 モデル3 モデル4 モデル5 モデル6
独立変数 B ベータ B ベータ B ベータ B ベータ B ベータ B ベータ
世帯の年間収入（対数化） 0.009 0.01 0.265 0.294＊女＊ 0.251 0.278会常＊ 0.245 0.272大台女 0.247 0.274六六六 0.244 0.271＊六六
父教育年数 0.092 0.185士＊会 0.081 0.165や制 0.08 0.163合土台 0.073 0.148女＊女 0.08 0.162六＊六 0.073 0.148す＊六
母の教育年数 0.084 0.183士＊女 0.066 0.144＊＊大 0.063 0.138六六六 0.057 0.125大台女 0.061 0.132六＊六 0.057 0.123六六六
戸籍ダミー（基準：非農業戸籍） 司1.677 -0.326米安＊ -1.577 -0.306安＊オ 1ー.565 -0.304大＊会 1.525 -0.296＂＂士会 1ー.553 一0.302六六＊
出身地域（基準．東部地域）
中部出身ダミー 0.193 0.042 0.198 -0.043 0ー.19 0ー.041 一0.197 0.043 
西部出身ダミー -0.296 -0.063会 -0.241 0ー.052# -0.294 -0.063六 0.241 0ー.052#
男きょうだいダミー -0.963 -0.111大x* -0.958 -0.11＊六普
（基準：男きょうだいがいない）
女きょうだいダミー 0.097 0ー.022 0ー.023 -0.005 
（基準：女きょうだいがし、なし、）
定数 , 14.548＊＊オ 13.805宏士会 14.024＊＊六 14.202大x* 14.098北大＊ 14.219六六＊
F f直 59.418＊＊究 49.072六六六 33.706土台女 32.125士会＊ 28.974六＊＊ 28.096＊帥





モデル1 モデル2 モデル3 モデル4 モデル5 モデル6
独立変数 B ベータ B ベータ B ベータ B ベータ B ベータ B ベータ
世帯の年間収入（対数化） 0.03 0.027* 0.276 0.253士会 0.254 0.233会文 0.241 0.222中弐 0.251 0.231 ** 0.24 0.221土台
、父教育年数 0.123 0.217女＊会 0.111 0.197六決大 0.105 0.185脅す衣 0.102 0.18女大合 0.101 0.178大H 0.099 0.174六六六
母の教育年数 0.118 0.223＊女合 0.101 0.192士会常 0.094 0.178会＊会 0.089 0.168士会合 0.083 0.157合＊安 0.08 0.15P** 
戸籍ダミー（基準：非農業戸籍） ー1.624 -0.261公安 -1.441 -0.232安安 ー1.351 -0.218すす -1.309 -0.211女 1.25 0ー.201宏
出身地域（基準．東部地域）
中部出身ダミー 0.257 0ー.046土台 -0.224 一0.04 0.24 -0.043 。213 -0.038 
西部出身ダミー 0.712 一0.131六＊＊ 0.662 -0.122大＊＊ 0.717 0ー.132＊＊大 0ー.671 0ー.124＊六六
男きょうだいダミー -0.517 -0.069大＊ -0.466 0ー.062*
（基準：男きょうだし、がいなし、）
女きょうだし、ダミー 0ー.356 一0.066合す 0.297 0ー.055#
（基準：女きょうだいがいない）
定数 13.693＊六六 12.996会合＊ 13.442六＊会 13.582女六六 13.693女将六 13.778士会＊
F f直 79.462＊六六 62.466＊六六 45.803犬女六 40.48六六女 40.039六六大 35.879＊＊女
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